
観光協会のニューキャラクタ
ワオキツネザルの“あっぽくん”です上尾市観光協会

〒362-0042　上尾市谷津2-1-50  上尾市プラザ22内　TEL.048-775-5917　FAX.048-775-5024
E-mail  info@ageo-kankou.com   URL http://www.ageo-kankou.com

第
14
回

題名「開戦」　撮影者／そねっち 題名「初冬の澄んだ朝」　撮影者／内カメ題名「秋色みーつけたっ！」   撮影者／あい　　

★応募受付期間／令和 7年 ９月１日～令和 7年12月31日　★対象作品／令和 7年１月１日～令和 7年12月31日に上尾市内で撮影された写真

※応募の詳細は、観光協会ホームページでご確認ください！
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伊奈町

蓮田市

桶川市

川越市

川島町

さいたま市

●JR高崎線
　上野駅～上尾駅　約34分
●JR湘南新宿ライン
　新宿駅～上尾駅　約39分　
●JR上野東京ライン
　横浜駅～上尾駅　約１時間24分

伊奈町 蓮田市

上尾ってどんなとこ……？
　上尾市は埼玉県の南東部に位置し、 東京都心からは 35 km の距離にあり、 東は伊奈町と蓮田
市に、西は川越市と川島町に、南はさいたま市に、北は桶川市と隣接しています。
　面積は 45.51 ㎞2、 東西の距離は 10.48km 、 南北は 9.32km で、 大宮台地の中央部に位置する
起伏の少ない平坦な地形です。西境に荒川、 東境に原市沼川、 中心部に鴨川と芝川が平行して流
れ、市の周辺部にはクヌギやコナラなどの雑木林が残り、武蔵野の豊かな自然が息づいています。
　また、陸路は国道 17 号線、上尾道路が市内を縦断し、鉄路は JR 高崎線で東京の北の玄関口上
野駅から 34 分。近年では JR 湘南新宿ラインや上野東京ラインなど鉄道網の整備により池袋、
新宿、渋谷など東京の副都心や横浜、小田原などからのアクセスもさらに容易になりました。

上尾の名前には由来が二つもあるって……？
　一つは地形から来たという説で、 芝川と鴨川に挟まれた台地（高台）にあることから、 上（陸や高
地）、尾（山の尾根）＝上尾という地名になったという説。
　もう一つは、このパンフレットでご紹介した民話や伝承から来たという説です。
　江戸時代のお話し。三人の童子が踊りながら櫃（ひつ）を積んだ荷車を引いて上尾宿を通りました。
一行は宿場を通り過ぎ江戸に向かっていきましたが、 荷物の届け先が見つからなかったといって大
晦日に戻って来たそうです。ところがこの荷車が上尾宿の辺りでどうしても動かなくなり、童子の姿
もみえなくなってしまい、置いて行った櫃の中には、二本の鍬と金の弊束が入っていたということで
す。童子が櫃と一緒に置いていった包みを開けると中から数十本の稲穂が出てきたので、 この 『稲
穂』を神様に『上げた』事から、上げ穂＝あげお（上尾）という地名になったという説があります。
ちょっとロマンを感じるお話しではありませんか…。

宿場町から住宅都市へ
　上尾の中心地区は、中山道 69 宿の 5 番目の宿場町として栄え、西の平方地区は荒川舟運の
要衝として、 東の原市地区は市場町としてそれぞれ発展しました。明治 16 年、 高崎線開通と同
時に上尾駅が設置され中山道とともに今日の市街地形成の基礎になりました。昭和 33 年 には
市制施行で「上尾市」となり、 昭和 40 年代には大規模な住宅団地や宅地開発が進み人口が急
増し、首都圏の住宅都市として現在に至っています。

バス連絡 バス連絡
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表紙の写真
民話ゆかりの「馬蹄寺」は、鎌倉時代に吾妻左衛門是好が、その伯父三輪庄司好光
の菩提を弔うために、知道を庵主として小名大門に馬蹄庵と称して創建し、天文年
中（1532-55）に感誉存貞上人が浄土宗寺院として中興、天正18年（1590）に当地
へ移転したと言われており、江戸期には徳川家光より寺領15石の御朱印状を拝領
していたということです。本堂前には県指定天然記念物の「モクコク」が見えます。
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瓦葺掛樋跡(市登録文化財・史跡）　瓦葺 愛宕神社 見世棚造本殿　壱丁目

遍照院 山崎武平治碩茂の墓　上町

文化財の中には個人所有
のものや私有地にあるも
のも多くあります。
見学の際には事前に連絡
をとるなどマナーを守っ
て見学しましょう。

十連寺 板石塔婆　今泉

氷川鍬神社と二賢堂跡の碑　宮本

橘神社 平方村河岸出入商人衆奉納の石祠　平方

上平公園 上尾市民球場「UDトラックス上尾スタジアム」 　菅谷

自然学習館・上尾天文台　平方

身体を動かすのも良し、知
的好奇心を満足させるの
も良し、おなかを満足させ
るのも良し。ファミリーでも、
恋人同士でも、存分に楽し
むことができます。

榎本牧場 ジェラート販売・牧場体験・BBQ　畔吉

戸崎公園 パークゴルフ場　戸崎 

岸井農園 いちご狩り　中分　健康プラザ わくわくランド　西貝塚

上尾丸山公園 児童遊園地・アスレチック広場　平方 上尾丸山公園 上尾市バーベキュー場　平方

　児童舘アッピーランド
　文化センター
　平塚公園
　密蔵院
　相頓寺
　見沼代用水ヘルシーロード
　稲荷神社（瓦葺）
■イチョウの名所

　上尾運動公園
　平塚公園
　遍照院

●橘神社／大けやき
　橘神社／平方村河岸出入商人衆奉納の石祠
●八枝神社／境内ケヤキ ・ エノキ群
●観音堂／正覚寺寺子屋遺跡
　観音堂／森朴斎碑と墓
●愛宕神社（壱丁目）／本殿
●向山地区／向山不動堂彫刻
●堤崎地区／車地蔵
●柏座二丁目共同墓地／しょうつかの婆さん
●領家地区／椿堂芭蕉の句碑
●畔吉地区／殿山古墳
●畔吉地区／畔吉河岸跡
●平方地区／平方河岸跡
■民俗芸能・祭り
●藤波のささら獅子舞／藤波天神社

■文化財・天然記念物・その他の見所
●川地区／川の大じめ
●十連寺／板石塔婆
　　十連寺／徳本行者六字名号供養塔
●今泉共同墓地／柴田七九郎父子の墓
●大悲庵（中分地区）／月待供養塔　
●畔吉東部共同墓地／地蔵像板石塔婆
●領家農村センター／大山石灯籠
●徳星寺／大カヤ及び暖帯林の大樹
●畔吉諏訪神社／大山石灯籠
●小林寺／銅造阿弥陀如来・両脇侍立像
●平方地区／小塚浅間塚
●馬締寺／モクコク
　　馬蹄寺／鈴木荘丹俳諧歌碑
　　馬締寺／徳本行者六字名号供養塔

　藤波の餅つき踊り／藤波天神社
●畔吉ささら獅子舞／畔吉諏訪神社
　畔吉の万作踊り／畔吉諏訪神社
●平方のどろいんきょ／八枝神社
●祭り囃子／愛宕神社（堤崎）
■体験施設・観光農園＆牧場
●上尾丸山公園 小動物コーナー
●上尾丸山公園 上尾市バーベキュー場
●上尾丸山公園 上尾市自然学習館・上尾天文台
●戸崎公園 パークゴルフ場
●児童館こどもの城
●健康プラザわくわくランド
●三つ又沼ビオトーク
●榎本牧場（ジェラート・BBQ・牧場体験）
●岸井農園（いちご狩り）

西側エリアお訪ねスポット 東側エリアお訪ねスポット
■文化財・天然記念物・その他の見所
●氷川鍬神社／上尾郷二賢堂跡
●遍照院／山崎武平治碩茂の墓
　　遍照院／孝行娘お玉の墓
●東町共同墓地／むくの木
●氷川神社（二ツ宮）／本殿彫刻
●少林寺（西門前）／山門
●龍山院／むくろじの木  
●宝蔵寺／らかんまき
●相頓寺／地蔵堂の三仏
   相頓寺／地蔵堂の絵馬群
　　相頓寺／六字名号板石塔婆
   相頓寺／徳本行者六字名号供養塔
　　相頓寺／寅御石（とらごいし）
●放光院／松下豊前守房利の供養塔

●妙厳寺／伊藤由哉碑と墓
   妙厳寺／西尾隠岐守一族累代の墓
●楞厳寺／弘長板碑
●瓦葺地区／掛樋史跡公園
●私年号延徳元年銘板石塔婆
●平成の道標
●屋根の上の鍾馗様／新井屋呉服店
■体験施設・観光農園＆牧場
●児童館アッピーランド
●上尾運動公園
●埼玉アイスアリーナ
●県立武道館　
●花咲きの湯

樹木・花の名所
■さくらの名所／線路西側
　上尾丸山公園
　鴨川緑道
　鴨川中央公園
　谷津観音
　浅間台大公園
　十連寺
　ゆりが丘公園
　六建ニュータウン
■さくらの名所／線路東側
　氷川神社
　（大字上しらこばと団地東側）
　上平公園
　氷川神社（二ツ宮）

＝さくら 　　＝花しょうぶ
＝ポピー 　　＝古代ハス　　＝菜の花
＝ストロベリーキャンドル         　＝イチョウ　　

凡例：観光マップ地図中の花印は以下を表し
　　　ています。

※J R高崎線を境に西側のエリアにあります。　※文化財・天然記念物は名称で、民俗芸能・祭りはそれらの名称で、その他の見
　　所は名称とともに●印で、体験施設・観光農園・牧場は施設名称とともに●印で概ねの位置を記してあります。

※J R 高崎線を境に東側のエリアにあります。　※文化財 ・ 天然
　　記念物は名称で、 民俗芸能 ・ 祭りはそれらの名称で、 その他
　　の見所は名称とともに●印で、体験施設 ・ 癒しの施設は施設
　　名称とともに●印で概ねの位置を記してあります。

他にも市内各地では多様な花が咲き乱れます
●上尾丸山公園／さくら・花しょうぶ・ポピー
●原市沼／古代ハス　
●荒川土手／菜の花・ストロベリーキャンドル
●三ツ又沼ビオトープ／水辺の植物

３月16日（
火）リニュ

ーアル完
成予定

上尾丸山公園 小動物コーナー　平方

名残りの街並み(店舗前の広庭「見世棚」）　原市

荒川の架橋「開閉橋」から見える富士山 平方

原市沼古代ハスと東北新幹線　原市

上尾丸山公園大池と桜  平方屋根の上の鍾馗様　仲町(新井屋呉服店庇上)

八枝神社 ケヤキ・エノキ群と御朱印 　平方

昔にふれる、今にふれる、
自然と都市の調和するま
ち「あげお」には見どころが
満載です。
心ゆくまでお楽しみくださ
い。

コツメカワウソ

相頓寺と虎御石（ とらごいし）　原市

コツメカワウソ
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●平方公民館

図書館平方分館●

S
C
ア
リ
オ
●

ブリジストン
サイクル
　　●

イオンモール上尾
●

名
残
の
街
並
み

栗
橋
バ
イ
パ
ス

氷川神社

瓦葺小学校

氷
川
神
社

さ
い
た
ま
鴻
巣
線

上
尾
久
喜
線

上尾
環状

線

見沼代用水（東縁）

見
沼
代
用
水（
西
縁
）

綾
瀬
川

鴨
　
　
川

荒
　
　
川

J
R
高
崎
線

東
北
・
上
越
新
幹
線

J
R
宇
都
宮
線

平塚サッカー場

大宮ゴルフコース

丸
山
公
園

●平方スポーツ広場

鴨川
中央公園

鴨
川
緑
道

浅間台大公園

大
宮
花
の
丘
農
林
公
園

平方野球場

芝
　
川
　

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル

●榎本牧場

自
然
学
習
館
・
天
文
台
●

　
丸
山
公
園
　
　
　
　

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
●
●丸山公園
　小動物コーナー

児
童
館

こ
ど
も
の
城
●

●岸井農園（いちご狩り）

●埼玉アイスアリーナ

●スポーツ総合センター
●県立武道館

●花咲の湯

●
児
童
館

　
ア
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

●上平公園

●上尾運動公園

●榎本牧場

自
然
学
習
館
・
天
文
台
●

　
丸
山
公
園
　
　
　
　

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場
●
●丸山公園
　小動物コーナー

健康プラザわくわくランド●

児
童
館

こ
ど
も
の
城
●

●岸井農園（いちご狩り）

●埼玉アイスアリーナ

●スポーツ総合センター
●県立武道館

●花咲の湯

●
児
童
館

　
ア
ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド

●上平公園

●上尾市民球場
「UDトラックス上尾スタジアム」
●上尾市民球場
「UDトラックス上尾スタジアム」

●上尾運動公園

上尾夏まつり

少
林
寺

氷川鍬神社

氷
川
神
社（
二
ツ
宮
）

鍾馗様
　（新井屋呉服店）

●
柏座二丁目
共同墓地

向
山
不
動
堂

神
明
神
社

小塚浅間塚

愛
宕
神
社

（
壱
丁
目
）

今
泉
共
同
墓
地

十
連
寺

川
の
大
じ
め

●殿山古墳

椿堂（芭蕉の句碑）
●

領家農村センター

徳
星
寺

●畔吉
    河岸跡

大
悲
庵

戸
崎
の
浅
間
神
社

楞
厳
寺

車
地
蔵

橘
神
社

馬
蹄
寺

観
音
堂

畔
吉
東
部
共
同
墓
地

諏訪神社

遍
照
院

平
成
の
道
標
●

私年号延徳元年
銘板石塔婆●

東
町
公
民
館

妙
厳
寺

放
光
院

相
頓
寺

宝
蔵
寺

瓦葺掛樋跡●

●モチの木

龍
山
院

少
林
寺

氷川鍬神社

氷
川
神
社（
二
ツ
宮
）

鍾馗様
　（新井屋呉服店）

●

向
山
不
動
堂

神
明
神
社

小塚浅間塚

愛
宕
神
社

（
壱
丁
目
）

今
泉
共
同
墓
地

十
連
寺

川
の
大
じ
め

●殿山古墳
●殿山遺跡

椿堂（芭蕉の句碑）
●

領家農村センター

徳
星
寺

●畔吉
    河岸跡

畔吉河岸跡●平方河岸跡●

大
悲
庵

戸
崎
の
浅
間
神
社

楞
厳
寺

車
地
蔵

橘
神
社

馬
蹄
寺

観
音
堂

観
音
堂

畔
吉
東
部
共
同
墓
地

諏訪神社

遍
照
院

平
成
の
道
標
●

●
私年号福徳三年銘板石塔婆

東
町
公
民
館

妙
厳
寺

放
光
院

相
頓
寺

相
頓
寺

宝
蔵
寺

瓦葺掛樋跡●

●モチの木

　しょうつかの
　婆さん
柏座二丁目共同墓地　

あげおイルミネーション●
(東西口)　

●上尾さくらまつり

あげお花火大会●

●あげお産業祭

　●　

あげお駅からハイキング　　

●　
上尾夏まつり
あげおイルミネーション
　　　（東西口）●

●上尾シティハーフマラソン

あげおイルミネーション●
(東西口)　

●
あげお花しょうぶ祭り

●
あげお花しょうぶ祭り

●上尾さくらまつり

あげお花火大会●

●あげお産業祭

　●　

あげお駅からハイキング　　

●　
上尾夏まつり
あげおイルミネーション
　　　（東西口）●

●上尾シティハーフマラソン

●藤波のささら獅子舞
●藤波の餅つき踊り

畔吉の万作踊り●
畔吉のささら獅子舞●

●堤崎の祭り囃子

●                     
            平方どろいんきょ

　
愛
宕
神
社

八
枝
神
社

藤
波
天
神
社
●藤波のささら獅子舞
●藤波の餅つき踊り

畔吉の万作踊り●
畔吉のささら獅子舞●

●堤崎の祭り囃子

●                     
            平方どろいんきょ

　
愛
宕
神
社

八
枝
神
社

藤
波
天
神
社

原市沼の古代ハス

清
真
寺

●
庚
申
塔

聖
学
院
大
学

●

原市沼川

下芝公民館●

弁財
ふれあい会館
弁財
ふれあい会館

三ツ又沼
ビオトーク　

●三ツ又沼
　ビオトープ　

かぶと橋かぶと橋

見
沼
代
用
水

県立上尾
特別支援学校

東保健センター
●

県立上尾かしの木
特別支援学校

平塚公園

イコス上尾●

氷川神社

戸崎公園
　　　●　
戸崎公園
　　　●　

アッピーお休み処から
見える富士山

10月
■藤波のささら獅子舞
　10月上旬　
　天神氷川八幡合社　
■畔吉ささら獅子舞
　10月中旬　
　諏訪神社　
■花いっぱい運動
　10月下旬
　上尾駅東西口・北上尾駅東西口

９月
■AGEバル パネル展
　9月24日(水)～９月28日(日)
　上尾駅自由通路
■手づくりランタン制作
　９月28日(日) 
　上尾駅自由通路

8月
■あげお花火大会
　平方荒川河川敷
　中止になりました

 3月
■上尾さくらまつり
　３月下旬～４月上旬
　上尾丸山公園

 2月
■中山道駅からハイキング
　２月下旬(予定)
　鴻巣市～上尾市

 2026年 1月
■藤波の餅つき踊り
　１月１日(水・祝)
　天神氷川八幡合社

11 月
■第 50 回あげお産業祭
　11 月 8 日（土）・9 日（日）
　市民体育館・ゆりが丘公園
■2025 あげおイルミネーション
　11 月 15 日（土） ～
　上尾駅東西口・北上尾駅東西口
■2025 上尾シティハーフマラソン 
　11 月 16 日（土） 上尾運動公園～市内　　
■令和 7 年度 第３回
　キラリ☆駅 de ほっと市
　11 月 29 日（土）・12 月 6 日（土）
　上尾駅自由通路

12 月
■近隣観光協会“駅deほっと市”
　12 月 13 日（土）　  
　上尾駅自由通路
■第7回 クリマスマーケット
　12 月 20 日（土）
　上尾駅自由通路

7月
■上尾夏まつり                　
　７月12日(土)・13日(日)
　市内各地
　中山道・上尾駅東西駅前広場 
■平方のどろいんきょ(花火) 
　７月13日(日)
　八枝神社・平方上宿周辺　 
■堤崎の祭りばやし
　７月14日に近い日曜日
　堤崎天王様　　      
　休止になりました　  

2025年 3月
■上尾さくらまつり
　３月22日(土)～４月4日(金)
　上尾丸山公園 
　出店／ 3月22日(土)・23日(日)
　　　　　　29日(土)・30日(日)
　公園管理事務所前

4月
■令和７年度 第１回
　キラリ☆駅deほっと市
　４月5日(土)・12日(土)  
　上尾駅自由通路
　推奨土産品等の販売
■北上尾駅 駅からハイキング
　４月5日(土)・11日(金)
　北上尾駅受付
　北上尾駅～駅東側周辺  
■畔吉の万作踊り
　4月上旬　
　諏訪神社

5月
■花いっぱい運動
　５月下旬
　上尾駅東西口・北上尾駅東西口
■あげお花しょうぶ祭り
　５月31日(土)～6月8日(日)
　上尾丸山公園水生植物池菖蒲田
　出店／ 5月31日(土)・23日(日)
　6月  1日(土)・7日(土)・8日(日)
　自然学習館前駐車場
■川のおおじめ
　５月15日(水)
　川神明会館～旧川村の入口　 

6月
■プロ野球イースタン・リーグ
戦   　６
月１日(日)
　上平公園内上尾市民球場
  「UDトラックス上尾スタジアム」 
■令和７年度 第2回
　キラリ☆駅deほっと市
　6月21日(土)・28日(日)朝市の日 
　上尾駅自由通路
　推奨土産品等の販売

卍密蔵院

ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル

沼
南
駅
ま
た
は

上
尾
駅
東
口

　
▶

楞
厳
寺

市
内
最
古
の
板
石
塔
婆

（
青
石
塔
婆
）

　
▶

瓦
葺
掛
樋
跡

見
沼
代
用
水
と
綾
瀬
川

の
立
体
交
差

　
▶

宝
蔵
寺

ラ
カ
ン
マ
キ

　
▶

相
頓
寺

「
と
ら
ご
い
し
」縁
の
寺

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

地
蔵
堂
の
三
仏

鐘
楼
門

　
▶

放
光
院

宝
冠
阿
弥
陀
如
来
像

　
▶

妙
厳
寺

西
尾
隠
岐
守
一
族
累
代

の
墓

　
▶

長
久
寺

原
市
の
お
不
動
さ
ん

　
▶

密
蔵
院

日
光
・
月
光
菩
薩

　
▶

東
部
浄
水
場

　
▶

龍
真
寺

釈
迦
三
尊
像

　
▶

観
蔵
院

十
一
面
観
音
座
像

　
▶

少
林
寺

鎌
倉
縁
故
の
寺
・
山
門

　
▶

龍
山
院

「
み
み
だ
れ
さ
ま
」縁
の
寺

ム
ク
ロ
ジ
の
木

　
▶

北
上
尾
駅
東
口

上
尾
駅
西
口

　
▶

神
明
神
社

「
金
の
御
幣
」縁
の
神
社

庚
申
塔

　
▶

向
山
不
動
尊

不
動
堂
の
彫
刻

　
▶

戸
崎
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　
▶

浅
間
神
社

戸
崎
の
浅
間
塚

　

▶
大
宮
花
の
丘
農
林
公
園

　
▶

西
光
寺

阿
弥
陀
三
尊

　
▶

車
地
蔵

　
▶

庚
申
塔

天
明
五
年
造
立
の
文
字
塔

　
▶

清
真
寺

十
一
面
観
音
と
胎
内
仏

　
▶

健
康
プ
ラ
ザ

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　
▶

観
音
堂

森
朴
斎
の
碑
・
寺
子
屋
跡

　
▶

馬
蹄
寺

鐘
楼
・
モ
ク
コ
ク

　
▶

橘
神
社

大
ケ
ヤ
キ

　
▶

八
枝
神
社

「
平
方
の
門
松
」縁
の
神
社

ど
ろ
い
ん
き
ょ

境
内
ケ
ヤ
キ
・
エ
ノ
キ
群

　
▶

小
塚
浅
間
塚

　
▶

上
尾
丸
山
公
園

大
池

児
童
遊
園
地

運
動
広
場

林
間
広
場

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

小
動
物
コ
ー
ナ
ー

水
生
植
物
池
（
シ
ョ
ウ
ブ
田
）

上
尾
市
自
然
学
習
館

上
尾
天
文
台

上
尾
市
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

　
▶

上
尾
駅
西
口

■民話「とらごいし ( 寅御石 )」縁のお寺を尋ねながら昔の街並みを楽しむ上平・平塚・原市コース

上
尾
駅
西
口

　
▶

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
▶

弁
財
ふ
れ
あ
い
会
館

庚
申
塔

十
連
寺

徳
川
家
康
命
名

　
▶

今
泉
共
同
墓
地

柴
田
七
九
郎
父
子
の
墓

　
▶

市
民
体
育
館

　
▶

川
の
大
じ
め

　
▶

春
日
神
社

　
▶

柏
座
二
丁
目
墓
地

し
ょ
う
つ
か
の
婆
さ
ん

　
▶

谷
津
観
音

十
一
面
観
音
立
像

　
▶

氷
川
鍬
神
社

「
鍬
童
子
と
お
鍬
様
」縁

の
神
社

　
▶

新
井
屋
呉
服
店

屋
根
の
上
の
鍾
馗
様

　
▶

上
尾
小
学
校

市
内
最
初
の
小
学
校

　
▶

上
尾
運
動
公
園

　
▶

東
町
共
同
墓
地

ム
ク
の
木

　
▶

埼
玉
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

隣
接
に
県
立
武
道
館
・

県
立
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

　
▶

二
ツ
宮
氷
川
神
社

本
殿
の
彫
刻

　
▶

文
化
セ
ン
タ
ー

　
▶

市
役
所

　
▶

遍
照
院

「
孝
こ
う
む
す
め
お
た
ま
」

縁
の
寺

　
▶

上
尾
駅
東
口

■地名の由来となった神社縁の民話「鍬童子とお鍬様」と「孝こうむすめおたま」縁の寺社を巡る、市内中心部を楽しむ上尾コース

■民話「平方のかどまつ」「金のごへい」縁の神社を尋ねたり、丸山公園や戸崎公園で存分に楽しむ平方・大谷コース

上
尾
駅
西
口

　
▶

谷
津
観
音

十
一
面
観
音
立
像

　
▶

柏
座
二
丁
目
墓
地

し
ょ
う
つ
か
の
婆
さ
ん

　
▶

川
の
大
じ
め

　
▶

市
民
体
育
館

　
▶

十
連
寺

十
連
寺
板
石
塔
婆

　
▶

今
泉
共
同
墓
地

柴
田
七
九
郎
父
子
の
墓

　
▶

愛
宕
神
社（
壱
丁
目
）

見
世
棚
造
本
殿

　
▶

小
林
寺

善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊

　
▶

上
尾
丸
山
公
園

大
池

児
童
遊
園
地

運
動
広
場

林
間
広
場

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場

小
動
物
コ
ー
ナ
ー

水
生
植
物
池
（
シ
ョ
ウ
ブ
田
）

上
尾
市
自
然
学
習
館

上
尾
天
文
台

上
尾
市
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
場

　
▶

諏
訪
神
社

さ
さ
ら
獅
子
舞

　
▶

徳
星
寺

大
カ
ヤ
の
木

　
▶

殿
山
古
墳

　
▶

椿
堂

芭
蕉
の
句
碑

　
▶

畔
吉
東
部
共
同
墓
地

地
蔵
像
板
石
塔
婆

　
▶

上
尾
駅
西
口

■民話「カッパ三四郎」の荒沢沼は今は無くなってしまいましたが、いにしえを偲ばせる見所満載の大石コース

江
川
用
水
路

●堤崎の祭りばやし
堤崎の祭り囃子は明治初年

の創始で、 「堤崎流」として上

尾から川越方面に伝搬してい

ます。堤崎の天王様の祭礼で

演奏されます。 場所：愛宕神

社(堤崎）     休止になりました

●畔吉ささら獅子舞
神社の秋祭りに舞われる獅子舞。

演目は「三切」をはじめ3種あり、一

人立ち三匹獅子の舞いで、雄獅

子二匹と雌獅子一匹による舞は、

「十二切」と呼ばれ、２時間にも及

ぶということです。場所：諏訪神社

●畔吉の万作踊り
畔吉の鎮守「諏訪神社」の春の大

祭に奉納される踊りで、 演目は

「下妻おどり」 を始めとして５種類

あり、平成３年には上尾市指定民

俗文化財にに指定されています。

場所：諏訪神社

●藤波のささら獅子舞
猿若 （宰領） と雌獅子、 中獅子、

雄獅子の四人一組で舞われる獅

子舞。「ささら獅子舞」の名称は獅

子とともに出る４人の「花笠」が手

に持つ“さ さ ら”に由来すると言わ

れています。場所：天神社・密蔵院

　

　

●藤波の餅つき踊り
俗に接待餅といわれる 「餅つき

踊り」。所作は 「餅殺し」 など５種

類あり、ひとつの臼を４人から８人

で同時に激しく、 時には軽快に

舞いながら餅をついていきます。

場所：天神氷川八幡神社

●平方のどろいんきょ
白木の神輿を引き回し、民家

の庭先で水を掛けて転がしま

す。夜は歌舞伎装束の氏子

が神輿に乗って通りを曵き歩

きます。

場所：八枝神社・平方上宿周辺

郷土芸能・まつり 同色の丸印と名称で地図中に概ねの開催場所を示してあります。

上尾丸山公園ではソメイヨシ

ノの他、河津桜、枝垂桜、エドヒ

ガンザクラなど約350本の桜

の競演がたのしめます。また、

期間中の土日には公園事務

所前の桜並木通路で上尾市

観光協会推奨品の販売も行

われます。場所：上尾丸山公園

　　　

あげお駅からハイキング

上尾さくらまつり あげお花しょうぶ祭り
上尾丸山公園内にある水生

植物池（通称「ショウブ田（約

28000ｍ2）」） で は、 淡 紫、

濃紫、 白色など、 バラエティ

に富んだ約 50 種１万株の花

しょうぶを楽しむことができま

す。

場　所：上尾丸山公園

あげお花火大会

上尾夏まつり
歩行者天国となる中山道を

中心に、 上尾駅東西のロータ

リーが八町内の神輿の渡御や

山車・曳き太鼓の巡行などで

夜遅くまで賑わいます。また、

お囃子の競合いや山車を飾る

豪華な人形も見ものです。

場所：中山道及び上尾駅東西ロータリー周辺

コロナ感染対策とその後の荒

川築堤工事により中止となっ

ている花火大会ですが、 例年

は市民から寄せられたスター

マインなど約１万発の花火が

平方荒川河川敷の夜空をあ

ざやかに彩ります。

荒川築堤工事完了まで中止になりました

2025 あげおイルミネーション

あげお産業祭
市民体育館で催される市内最

大級のイベント。会場内では、

農・商・工自慢の地産品の展

示や実演をはじめ、 各種団体

の模擬店、 ちびっ子に人気の

キャラクターショーなど多彩な

催しをお楽しみいただけます。

場所：市民体育館・ゆりが丘公園

ファミリー参加で装飾をした

「手づくりイルミネーション」が

人気、 上尾市ならではの温か

みが伝わってきます。木枯らし

吹く夜も心の中はポッカポ

カ。　是非、 ご家族で、 恋人同

士でお越しください。

場所：上尾駅・北上尾駅周辺

2025 上尾シティハーフマラソン
本年、 第38回を迎えるシティマラソ

ン。初めはハーフマラソンのみ開催

されましたが、 現在では年齢・距離

別で27種の競技が開催され、8000

名以上が出場する大会に育ってい

ます。 ハーフコースは、 世界陸連 ・

日本陸連の公認コースとなってい

ま す。場所：上尾運動公園～市内

※開催場所はタイトルと同色の●印と名称で地図中におおまかな場所を示してありますイベント情報

上尾駅を起点に、市内の神社

仏閣、 街中の緑を楽しみなが

らのハイキング。荒川土手か

らの眺めや上尾丸山公園内

の花しょうぶを堪能します。

また、 当日はイベントやスタン

プラリーも実施されます。

場所：上尾駅～丸山公園～上尾駅

全国屈指の奇祭

上尾市文化センターと芝川沿いの桜と菜の花
市民の教養および文化の向上、福祉の増進を目的に

造られた施設で、年間を通じて様々なイベントが催さ

れています。 館内には 1,050人収容の大ホール、166

人収容の小ホール、大・小集会室、展示場、多目的室、

リハーサル室、楽屋などがあり、4 階と 5 階には上尾

公民館も併設されています。 春には芝川沿いに桜と

菜の花が咲き揃うお花見の名所として多くの人々が

訪れます。 (大ホールは 534人収容の中ホールとしても使用できます。)

開館は午前 9 時～午後 9 時、休館は年末年始（12 月 28 日～ 1 月 4 日）。

※詳しい利用方法等のお問い合わせは上尾市文化センターへ ☎048-774-2951

　　  JR 高崎線「上尾駅」東口から徒歩約 15 分、 東口から朝日バス　「東大宮駅行き」 　

　　　「がんセンター行き」 「伊奈  役町場行き」 いずれも ｢上尾市文化センター前｣ 下車

上尾市文化センターと芝川沿いの桜と菜の花
市民の教養および文化の向上、福祉の増進を目的に

造られた施設で、年間を通じて様々なイベントが催さ

れています。 館内には 1,050人収容の大ホール、166

人収容の小ホール、大・小集会室、展示場、多目的室、

リハーサル室、楽屋などがあり、4 階と 5 階には上尾

公民館も併設されています。 春には芝川沿いに桜と

菜の花が咲き揃うお花見の名所として多くの人々が

訪れます。 (大ホールは 534人収容の中ホールとしても使用できます。)

開館は午前 9 時～午後 9 時、休館は年末年始（12 月 28 日～ 1 月 4 日）。

※詳しい利用方法等のお問い合わせは上尾市文化センターへ ☎048-774-2951

　　  JR 高崎線「上尾駅」東口から徒歩約 15 分、 東口から朝日バス　「東大宮駅行き」 　

　　　「がんセンター行き」 「伊奈  役町場行き」 いずれも ｢上尾市文化センター前｣ 下車

市場町名残の街並み 「原市」
戦国時代から町が出来ていた原宿は、江戸時代には中山道の脇往還 ( わきおうかん )

に発達した「市場町」として、月六回の「三・八 ( さん・ぱち )」の市が開かれ、穀物や前栽

等の取引で大変にぎわうようになり 「原宿」 の ”市” 「原市」 と呼ばれるようになりまし

た。近在の村々から多くの人々が集まり、人出をあてにした角力( すもう）興行なども開

催されてとても賑わっていたそうです｡市場町ですので主要街道に立地した上尾宿や

桶川宿などとは､まちの趣がだいぶ違っていたようです。現在ではさいたま菖蒲線 （第

二産業道路）が通り様子も変わってしまいましたが、 並行して走る旧道（原市新道）に

は今でも家の前で商いができるように家と道路の間に幅５メートルほどの空間 （広庭）

を設けた商い家など、 当時を偲ばせる建物が点在しています。 “地域の歴史や文化が

ひっそりと息づくまち はらいち ”をぜひ訪れてみてください。

　　市内ではぐるっとくん（東西循環または原市循環）「上新町」下車、　大宮からは埼玉

　　新都市交通ニューシャトル「原市駅」「沼南駅」下車

▼上尾駅西口ロータリーに設置されている

　　ふるさと歩道のコースマップ

上尾駅西口ロータリーに設置されている ▼

　　　　　　　　　　ふるさと歩道のコースマップ

上尾駅東口ロータリーに設置されている

　　　　　健康ウォーキングマップ▼

上尾駅東口ロータリーに設置されている

　　　　　健康ウォーキングマップ▼

平方祇園祭のどろいんきょ行事、合間には歌舞伎装束で「いんきょ神輿」の上に ・・・ ! !
上尾市大字平方上宿地区の鎮守「八枝神社」を中心に、 毎年７月の中旬の日曜日に行われている祇園祭。夏祭りや天王

様とも言われ、 水を大量に民家の庭にまき、 ぬかるんだ状態にして、 白木の頑丈な隠居神輿を泥の中で転がしたりする全

国でも大変珍しいお祭りで、 昭和５７年には上尾市指定無形民俗文化財、 平成 23 年には埼玉県指定無形民俗文化財に

指定されています。　この祭りでは、いんきょ神輿と呼ばれる無装飾の白木の神輿が町内を渡御します。どろいんきょ

の最中には、いんきょ神輿を荒川に入れたり、いんきょ神輿を山車にするなどの行事が行われます。 『土』と『人』と

『神様』が体となったお祭りで、その泥を浴びれば、家内安全・無病息災・悪病退散の御利益があると伝えられ

ています。     ぐるっとくん（平方循環）「平方神社前」下車 230m、東武バス「平方」下車 240ｍ

必
見
の
価
値
あ
り
!!

上尾を代表する 丸山公園、 「みる・する・しる」 をいっぺんに満喫 ！ ！
“水と緑の調和”をテーマに昭和53年に開園した面積約14.88ヘクタールの総合公園。

公園内を横断する大池を中心に、アヒル池、修景池、せせらぎ、滝などが配された癒

しの水辺。２０２５年３月に大型遊具がリニューアルされ大人気の児童遊園地。さまざま

なイベントが開催される運動広場。森林浴や自然観察のできる空間林間広場。大小

３つのコンビネーション滑り台や動物型のスプリング遊具、 木柱の飛び石など幼児か

ら小児まで遊べるアスレチック広場。小動物コーナー、水生植物池、上尾市自然学習

館＆上尾天文台、上尾市バーベキュー場 ( 右写真 ) などがある人気のスポットです。

※お問い合わせは 「上尾丸山公園管理事務所」　☎048-775-8129 (直通)　へ

　　J R上尾駅西口からぐるっとくん（平方丸山公園線リハビリセンター行き）乗車、「丸

　　山公園南口」か「自然学習館」で下車。ぐるっとくん（平方小敷谷線、 小敷谷先回

　　り）乗車、「丸山公園入口」で下車。または、東武バス（丸山公園行き・直通）乗車、

　　終点下車。　東武バス（リハビリテーションセンター行き）乗車、 「丸山公園入口」で下車。

▲バーベキュー場▲バーベキュー場

　　　　 ・ 　 ・ 　 ・ 　 ・
▲せせらぎと運動広場
　　　　 ・ 　 ・ 　 ・ 　 ・
▲せせらぎと運動広場

・・・・

上尾市内循環バス “ぐるっとくん”
上尾市の運行バス“ぐるっとくん”。大石循環、 大谷循環、 上平循環、 原市

循環、 平方循環、 東西循環の 6 路線が市内を網羅しています。平成 28

年からは、 バスの現在位置や遅延情報などをスマートフォンやタブレットな

どで知ることができる「バスロケーションシステム」を本格導入、 さらに利便

性が増しています。市内観光の足としてご活用ください。 ※詳しくは上尾

市ホームぺ―ジ「市内循環バス“ぐるっとくん”」でご確認ください。

民話「ぐそうと馬」ゆかりのお寺 馬蹄寺と平方の町並み
民話「ぐそうと馬」ゆかりの寺「馬蹄寺」は浄土宗の名刹。鎌倉時代に「馬蹄庵」が

草庵され、その後、天文年中(1532~55) に川越の名刹連馨寺( れんけいじ )と同じ感

誉上人により中興されたと言われています。本尊は 「阿弥陀如来」 で、 江戸時代に

は将軍から 15 石のご朱印状を受けています。境内には埼玉県指定天然記念物の

「モクコク」があります。　平方の町は、 古くは「平方宿」と呼ばれ、岩槻から川越を経

て多摩方面に抜ける脇往還が宿を貫き荒川に突き当たったところが 「平方河岸」

で、 江戸時代から昭和初期にかけて渡船や舟運の要衝として大変賑わっていたそ

うです。その後、 交通網の整備に伴い鉄道や自動車が運送の主役となりその繁栄

も衰退の一途をたどりましたが、その後、煉瓦製造、酒造、醤油・味噌の醸造、製糸、

金融（銀行）など多くの地場産業を興し、姿を変えて発展を続けてきました。

古の歴史的建造物「煉瓦塀」や「煉瓦蔵」、 全国でも珍しい奇祭「どろいんきょ」ゆか

りの八枝神社、 「平方村河岸出入商人衆奉納の石祠」 や上尾市指定天然記念物

の「大ケヤキ」がある橘神社など拠り所も多く、散策にいち推しのエリアです。

　市内循環バスぐるっとくん「下宿公民館西」、「平方神社」バス停下車。

進化系グルメとして話題　　　　　　　　　　　　　　　　　「上尾串餃子」 ！！
2013 年に 「キラリあげおご当地グルメ祭り」 の優勝をきっかけに誕生し

た伝説的グルメが、 10 余年の時を経てマスコミにも取り上げられるなど

革命的な進化を遂げています。「何か」を「何か」で巻く、 「串」に刺す、 素

材は自由、 “餃子”と呼びつつ餃子の味にこだわらない、 心を込めて丁寧

に作るがコンセプト。今やカフェや居酒屋をはじめ市内の名だたる25店舗

　　　　　　　　　　　　　　　がそのアイディアと味を競うまでになっています。ひと

　　　　　　　　　　　　　　　休みの店内で食べるも良し、 テイクアウトで市内散策

　　　　　　　　　　　　　　　をしながらでも良し。上尾にお越しの節にはぜひご賞

　　　　　　　　　　　　　　　味ください。一部の商品は 「あげお お土　産 ・ 観光セ

　　　　　　　　　　　　　　　ンター」でも取り扱っています。　　　　　　　　➡

「あげお餃子」の詳しい情報はQRコードで

見所・拠り所　寺社名・名称などで地図中におおまかな場所を示してあります

民話・伝承ゆかりのスポット 民話の題名で地図中におおまかな場所を示してあります

鍬童子とお鍬様
三人の童子と櫃、 中に入っていた
御幣と鍬、 童子の背負ってきた稲
穂にまつわるお話し。稲穂を神様
に奉じたので 「あげお」 の地名が
ついたという伝承も。

りゅうじんとせきはん
時折起こる水害に付近の村人は
「沼には龍神が住んでいる」 と恐
れ、災いを防ぐため毎年６月15日
に赤飯を備えるようになったとい
うお話し。

とらごいし
長者の娘おとらは、 多くの若者に
結婚を申し込まれ、 心を決めかね
瘦せ衰えて亡くなりました。長者と
若者たちは娘を不憫に思いお墓
を建てて供養したというお話し。

孝こうむすめおたま
11歳で越後からやって来て飯盛
宿で働き、 ニ十歳の若さで亡くな
った美しい娘お玉を不憫に思い、
主人や仲間がお墓を建てて弔った
というお話し。

氷川鍬神社 宮本町

金のごへい
上総国の神社に納めた御幣が二
十年ほど経って向山神明神社近
くに降ってきたという不思議なお
話し。今でもこの御幣が大切に祀
られているということです。

神明神社 向山 相頓寺 原市

二ツ宮氷川神社 本殿彫刻(市指定有形文化財)

児童館 アッピーランド 児童館 こどもの城

上尾丸山公園 運動広場楞厳寺 市内最古の板石塔婆(市指定有形文化財)相頓寺 地蔵堂の三仏(市指定有形文化財)

龍山院 むくろじの木(市指定天然記念物)

橘神社 大けやき(市指定天然記念物)徳星寺 大カヤ(県指定天然記念物)殿山古墳(市指定史跡)

健康プラザ わくわくランド

上尾市自然学習館

上尾運動公園

遍照院 上町

平方のかどまつ
ある年、 乱暴者が家々の門松を
壊し、 戒めた神様を突き飛ばした
ので神様の目に門松が刺さってし
まった。以後村では門松を立てな
くなったというお話し。

八枝神社 平方

掛樋昔の姿 瓦葺

向山不動堂 本殿彫刻(市指定有形文化財)

し ょ う つ か

葬頭河の婆さん(柏座二丁目共同墓地) 十連寺 板石塔婆(市指定有形文化財・左から3番目)川の大じめ(市指定無形民俗文化財)

文化センター

上尾天文台

埼玉アイスアリーナ

上尾市民球場「UDトラックス上尾スタジアム」 

戸崎 浅間塚(市指定有形民族文化財)馬蹄寺 モクコク(県指定天然記念物) 堤崎 車地蔵(市指定有形民族文化財)
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き

み
す
ぼ
ら
し
い
　
か
っ
こ
う
を
し
た
　
ぼ
う
さ
ん
が
、や
っ
て
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

ち
　

ど
う

　﹁
わ
た
し
は
、
知
道
と
い
っ
て
　
た
び
を
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
ん
や

ひ
と
ば
ん
　
と
め
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。﹂

こ
れ
よ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と

是
好
は
、
こ
こ
ろ
の
　
や
さ
し
い
　
人
で
し
た
か
ら
、﹁
ま
あ
、
ま
あ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　

ぶ
ん
　
　
　
　 

い
え
　
　
　
　
お
も

さ
ぞ
　
お
つ
か
れ
で
し
ょ
う
。
　
自
分
の
　
家
と
　
思
っ
て
　
ゆ
っ
く
り

　
　 

や
す
　
　
く
だ

お
休
み
下
さ
い
。﹂
と
　
せ
い
い
っ
ぱ
い
　
ご
ち
そ
う
を
し
、
り
っ
ぱ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

あ
た
た
か
い
　
ふ
と
ん
を
　
用
い
　
し
ま
し
た
。    

　
は
じ
め
の
う
ち
、　
ぼ
う
さ
ん
は
、﹁
な
ん
と
　
き
れ
い
な
　
ふ
と
ん
だ

ろ
う
。﹂　
な
ど
と
　
よ
ろ
こ
ん
で
　
ね
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た

と
こ
ろ
が
　
ま
だ
　
し
ゅ
ぎ
ょ
う
が
　
足
り
な
か
っ
た
　
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ん
が
　

だ
ん
だ
ん
　
わ
る
い
　
こ
と
を
　
考
え
は
じ
め
て
　
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
　
　
　
　
　
　
　
う
　

　﹁
こ
の
　
ふ
と
ん
を
　
ど
こ
か
へ
　
も
っ
て
　
行
っ
て
　
売
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

か
ね
　
　
　
　
　

は
い

た
く
さ
ん
　
お
金
が
　
入
る
だ
ろ
う
。
　
そ
う
す
れ
ば
　
し
ば
ら
く

ら
く
な
　
く
ら
し
が
　
で
き
る
。﹂

　
　
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

い
え
　
　
　
　
ひ
と

　
夜
　
お
そ
く
　
家
の
　
人
た
ち
が
　
ね
た
こ
ろ
　
ぼ
う
さ
ん
は
　
ふ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
　

ん
を
　
せ
お
い
　
へ
や
を
　
ぬ
け
出
し
　
ま
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
　
　
　
　
　
　
ま
え
　
　
　
　
と
お

そ
っ
と
　
馬
や
の
　
前
を
　
通
り
す
ぎ
よ
う
と
　
し
た
と
き
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
え
　

﹁
ち
ょ
っ
と
　
ま
ち
な
さ
い
。
お
ぼ
う
さ
ん
。﹂
と
、
だ
れ
か
の
　
声
が

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

み
　
　
　
　
　
　
　 

う
ま
　
　
　

い
っ
と
う

　
は
っ
と
し
て
　
く
ら
が
り
の
　
中
を
　
よ
く
見
る
と
　
馬
が
一
頭

　

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
げ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

は
な
　

立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
　
人
間
の
　
こ
と
ば
で
　
話
し
か
け
る

で
は
　
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ま
　
　
　
　
　

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
え
　
　
　
　
　
に
ん
げ
ん

　﹁
じ
つ
は
　
わ
た
し
は
　
馬
に
　
生
ま
れ
る
　
前
は
、　
人
間
だ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

よ
し
み
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
　
ま
え

で
す
。こ
の
家
の
　
し
ゅ
人
の
　
お
じ
で
　
好
光
と
い
う
　
名
前
で
し
た
。

　
　
ひ
と
　

び
と
　
　
　
　
　 

ち
ょ
う

　
人
々
か
ら
　
長
じ
ゃ
と
よ
ば
れ
　
ゆ
た
か
な
　
く
ら
し
を
　
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、　
い
い
気
に
な
っ
て
　
あ
そ
び
く
ら
し
て
　
い
る
う
ち
に

と
う
と
う
　
ざ
い
さ
ん
を
　
な
く
し
て
　
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
か
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
　

　
お
金
が
　
な
く
て
　
こ
ま
っ
て
い
る
　
と
こ
ろ
を
　
こ
の
家
の
　
し
ゅ
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
　
　
　
　
　

う
ま

た
す
け
て
　
も
ら
い
ま
し
た
。
　
そ
の
た
め
　
今
は
　
馬
に
　
な
っ
て

　

ま
い
に
ち
　
　
　
　
　
　
い
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
こ

毎
日
　
こ
の
家
の
　
に
も
つ
を
　
は
こ
ん
で
　
い
ま
す
。
　
少
し
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
　

し
　

た
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
か
い
　
　
　
　
　
　

お
ん
が
え
し
を
　
し
た
か
っ
た
の
で
す
。
明
日
　
あ
と
一
回
　
に
も
つ
を

は
こ
べ
ば
　
わ
た
し
の
　
し
ご
と
は
　
お
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
え

　﹁
あ
な
た
は
　
こ
の
家
に
　
と
め
て
　
も
ら
い
な
が
ら
　
ふ
と
ん
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
る

ぬ
す
み
　
出
そ
う
と
　
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
　
悪
い
こ
と

け
っ
し
て
　
し
て
は
　
い
け
ま
せ
ん
。
　
さ
も
な
い
と
　
わ
た
し
の
よ
う
に

　

う
ま馬

に
な
っ
て
　
お
も
い
　
に
も
つ
を
　
は
こ
ば
な
け
れ
ば
　
な
ら
な
く

な
り
ま
す
よ
。﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　

　
こ
れ
を
　
聞
い
た
　
ぼ
う
さ
ん
は
　
こ
し
が
　
ぬ
け
る
ほ
ど
　
お
ど
ろ
き

ま
し
た
。
　
ぶ
る
ぶ
る
　
ふ
る
え
な
が
ら
　
も
と
の
　
へ
や
に
　
も
ど
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
る
　
　
　
　
　

あ
　

ね
む
れ
な
い
　
夜
を
　
明
か
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
　
　
　
　
あ
さ
　
　
は
や

　
つ
ぎ
の
日
の
　
朝
　
早
く
　
ひ
と
り
の
　
め
し
つ
か
い
が
　
あ
わ
て
て

　
　
　
　
じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

し
ゅ
人
の
　
と
こ
ろ
へ
　
か
け
こ
ん
で
　
来
ま
し
た
。

　﹁
だ
ん
な
さ
ま
　
た
い
へ
ん
で
す
。﹂

　﹁
い
っ
た
い
　
ど
う
し
た
ん
だ
い
。
に
も
つ
で
も
　
お
と
し
た
の
か
い
。﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
ご
え

　﹁
い
、
い
え
　
川
越
ま
で
　
ぶ
じ
に
と
ど
け
ま
し
た
。﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ま
　
　
　
　
　
　
か
え
　
　
み
ち
　
　
　
　
　
　
　
ば
し

　﹁
た
い
へ
ん
な
の
は
　
馬
で
す
。
帰
り
道
、　
ビ
ワ
橋
の
　
と
こ
ろ
ま
で

　

く来
る
と
　
ひ
づ
め
を
　
お
っ
て
　
し
ん
で
　
し
ま
い
ま
し
た
。﹂

　
　
　
　
　
　
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き

こ
の
声
は
　
ぼ
う
さ
ん
の
　
い
る
　
へ
や
に
も
　
聞
こ
え
て
　
来
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

じ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い

　
む
ち
ゅ
う
で
　
し
ゅ
人
の
　
も
と
へ
　
と
ん
で
行
く
と
　
ゆ
う
べ

う
ま
　
　
　
　
　
　
　

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な

馬
か
ら
　
聞
　
い
た
こ
と
を
　
す
っ
か
り
　
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
　  

ぶ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
ろ

そ
し
て
　
自
分
の
　
し
た
こ
と
を
　
心
か
ら
　
あ
や
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
じ
ん

　
し
ゅ
人
も
　
た
い
へ
ん
　
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　﹁
た
し
か
に
　
お
じ
さ
ん
が
　
こ
ま
っ
て
い
る
　
と
き
に
　
た
す
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
　

あ
げ
た
　
こ
と
は
　
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、　
あ
の
馬
が
　
お
じ
さ
ん
の

　

う生
れ
　
か
わ
り
　
だ
っ
た
と
は…

…

。
そ
う
い
え
ば
　
と
て
も
　
よ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い
に
ち

は
た
ら
い
て
　
く
れ
た
　
馬
で
し
た
。
知
ら
な
い
　
こ
と
と
は
い
え
　
毎
日
、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お
も
い
　
に
も
つ
を
　
は
こ
ば
せ
て
も
う
し
わ
け
　
な
か
っ
た
。
さ
ぞ
、

つ
ら
か
っ
た
　
こ
と
だ
ろ
う
。﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

こ
れ
よ
し
　
　
　
　
ひ
ら
か
た
　
　
　
　

う
ま
　
　
　
　
　

て

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
　
あ
っ
て
　
是
好
は
　
平
方
に
　
馬
を
　
手
あ
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
　

て
い
　

あ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら
　
　
　
　
　

た

ほ
う
む
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、　
馬
蹄
庵
と
い
う
　
お
寺
を
　
建
て
て

　

ち
　

ど
う
　

知
道
に
　
く
よ
う
を
　
さ
せ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん
　

も
ん
ね
ん
か
ん
　
　
　
　

か
ん
　

よ
　

し
ょ
う
に
ん

　
そ
の
ご
、
天
文
年
間
に
、　
感
誉
上
人
と
い
う
　
え
ら
い
　
お
ぼ
う
さ
ん
が

　
　
　
　

は
な
し
　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　

て
ら
　
　
　

な
　
　
　
　
　

ば
　

て
い
　

じ

こ
の
話
を
　
聞
い
て
　
寺
の
名
を
　
馬
蹄
寺
に
　
か
え
た
　
と
い
う
こ
と

で
す
。

あ
げ
お
の
ま
ち
ど
ん
な
と
こ
／
社
団
法
人
上
尾
青
年
会
議
所
刊
よ
り　

文
／
粕
谷
美
幸

  

か
た
　
　     

つ                               

う
ま                  

　
ぼ
う               

　
　
　
　
　
　
は
な
し

語
り
継
が
れ
る
馬
と
お
坊
さ
ん
の
お
話

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ま　　
　

ひ
ら  

か
た     　
ば　
　

て
い   　
じ

（
ぐ
そ
う
と
馬
・
平
方
の
馬
蹄
寺
）

馬蹄寺本堂と県指定天然記念物「モクコク」
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方
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か
ど
ま
つ

金
の
ご
へ
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み
み
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さ
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孝
こ
う
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お
た
ま

く
わ
ど
う
じ
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お
く
わ
さ
ま

り
ゅ
う
じ
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と 

せ
き
は
ん

と
ら
ご
い
し


